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１．計画の概要

【対象】
妊娠期を含めた０歳から概ね２０歳代までのこども・若者及びその家庭
※ただし、施策の内容によっては、３０歳代までの若者も含む

【位置づけ】
＜上位計画＞
第９次豊田市総合計画

＜関連計画＞
教育行政計画、とよた男女共同参画プラン（クローバープラン）
地域福祉計画・地域福祉活動計画 など

・こども基本法に基づく 「市町村こども計画」
・子ども・子育て支援法に基づく 「市町村子ども・子育て支援事業計画」
・次世代育成支援対策推進法に基づく 「市町村行動計画」
・子ども・若者育成支援推進法に基づく 「市町村子ども・若者計画」
・成育医療等基本方針に基づく 「母子保健を含む成育医療等に関する計画」
・母子及び父子並びに寡婦福祉法に基づく 「母子家庭等及び寡婦自立促進計画」
・こどもの貧困の解消に向けた対策の推進に関する法律に基づく

「市町村におけるこどもの貧困の解消に向けた対策についての計画」
※計画全体を豊田市子ども条例に規定される 「豊田市子ども総合計画」として位置づけ

整合

【期間】 令和７年度から令和１１年度までの５年間



３

２．計画体系と重点プロジェクト

重点１:こどもの権利
プロジェクト

重点２:こどもの居場所
プロジェクト

重点３:子育て支援デジタル化
プロジェクト

【計画体系】 【重点プロジェクト】

※重点プロジェクトは、計画体系に位置付け

られた取組のうち特に重点的に取り組むものを
プロジェクトとしてとりまとめたものです。



３．計画の推進体制と評価方法
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【推進体制】 【評価方法】
①PDCA サイクルに基づき、取組の実施状況を毎年調査・公表
最終年度年度に計画の達成状況を確認

豊田市子どもにやさしいまちづくり推進会議は、計画推進体制の要として、施策の進
捗状況の点検・評価、計画及び実施体制の改善等に関する協議・提言を行う

②豊田市のこどもにやさしいまちづくりの状況（できていること・できてい
ないこと）について、ユニセフが国際的に示す構成要素に対応した
チェックリストを用いて、（公財）日本ユニセフ協会CFCI 委員会の
第三者評価を受ける



４．豊田市こども・若者レポートについて
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【こども・若者レポートの構成】
第１章 こども・若者を取り巻く現状
１．こども・若者に関するデータ ★
２．豊田市こども・子育て、若者に関する市民意向調査 （概要版）

第２章 豊田にこにこわくわくプラン （豊田市こども・若者計画） の概要
第３章 計画に基づく各取組の実績 ★
１．重点プロジェクトの進捗 ★
２．取組実績 ★

第４章 こども・若者に関する取組一覧 ★
第５章 ユニセフ日本型ＣＦＣＩ実践自治体としての取組 ★
※★の項目については、毎年更新を行う

【こども・若者レポートの目的】
こどもにやさしいまちづくりを推進するため、こども・若者を取り巻く現状や、豊田市こども・若者計画に関する取組実績等を年次報告書
としてまとめ、評価・検証に活用

①PDCA サイクルに基づいた評価

②チェックリストを用いた評価

【公表について】

こども・若者レポートは、毎年
更新を行い、子どもにやさしい
まちづくり推進会議に報告後、
公表する

※令和７年度のこども・若者
レポートは【資料２－２】を参照



５．取組実績の報告方法について
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【重点プロジェクト】

【計画体系ごとの取組】

・３つのプロジェクトごとに、「前年度の取組実績」と「今年度の取組」を記載
・豊田市こども・若者レポートの第３章に掲載
・子どもにやさしいまちづくり推進会議に報告・協議

＜推進会議での協議のポイント＞
・計画図書に記載のスケジュールと比較し、順調に進んでいるか
・遅れている場合の理由とその対策 など

（豊田市こども・若者レポートの掲載イメージ）

・取組ごとに、「前年度の取組実績」と「評価※」を記載
・１２の取組の方向性ごとに「総評」としてまとめる
・豊田市こども・若者レポートの第３章に掲載
・子どもにやさしいまちづくり推進会議に報告・協議

（豊田市こども・若者レポートの掲載イメージ）

＜推進会議での協議のポイント＞
・適切な評価となっているか
・こども・若者を取り巻く現状や国の動き等を踏まえ見直すべき取組はないか など

順調
・予定通り、または前倒しで実施できた取組
・取組の開始に向けて、予定通り準備・検討等を行えている取組
・取組の目標値がある場合、目標値を達成できた取組

遅れ
・未着手の取組
・予定よりも遅れてしまっている取組
・取組の目標値がある場合、目標に未達だった取組

完了
・取組目標の達成、役割を終えた等の理由により、
  次年度以降は実施しない取組

新規 ・新規の取組

※評価の基準


